
/ありがとう//ありがとう/

出雲市社会福祉協議会では、子どもが安心して遊べる環境づくりのため、遊具（健康遊具を
含む）などの新設や補修（撤去含む）費用の一部を地区社会福祉協議会へ助成します。
（皆さまからご協力いただいた会費、寄附金、赤い羽根共同募金を活用しています。）

鳶巣地区  前口西遊園地

助成金でジャングルジムとブランコを
修繕し、より安全・安心に遊べるよう
になりました。
日常的にも、祭り等の催事にもたくさ
んの子どもたちが集まり、元気な声が
地域を明るくしています。

子どもの遊び場に対する助成

助成金額

申込方法

遊び場の新設または補修　１地区上限20万円（８割助成）
下記のいずれかに該当する場合は助成対象としません。
・行政機関、営利を目的とする団体、個人が設置あるいは管理する遊園地
・固定式でない遊具または設備
・同一の助成申請内容で複数年にわたるもの

令和２年１月17日（金）までに、お住まいの地域の地区社会福祉協議会にご連絡ください。

子どもたちの

安全・安心・笑顔
へ
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日
本
文
化
に
触
れ
る
体
験

地区社会福祉協議会地区社会福祉協議会
塩
冶
地
区

塩
冶
地
区

塩
冶
地
区

塩
冶
地
区

夏
と
冬
の
年
２
回
、
塩
冶
小
学
校
に
通
う

外
国
籍
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
「
日

本
文
化
体
験
の
集
い
」
を
開
催
。

夏
に
は
、
百
寿
会
の
協
力
を
得
て
、
伝
統

遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は

馴
染
み
の
な
い
遊
び
で
す
が
、
新
聞
紙
で

作
っ
た
兜
を
自
慢
げ
に
か
ぶ
る
子
や
、
ゴ
ム

鉄
砲
で
夢
中
で
遊
ぶ
子
が
い
ま
し
た
。

体
験
を
通
し
、
日
本
の
良
さ
を
感
じ
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

７
サ
ロ
ン
で
交
流
を
深
め
る

西
田
地
区

西
田
地
区

西
田
地
区

西
田
地
区

毎
年
、
地
区
内
全
７
サ
ロ
ン
の
合
同
型
サ

ロ
ン
を
開
催
。

今
年
は
、
塩
冶
地
区
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
一
座

「
え
ん
ま
ん
座
」
の
歌
や
踊
り
、
市
の
保
健

師
に
よ
る
体
操
が
あ
り
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
る
方
も
あ
り
、
和
や
か
な
時
間
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
サ
ロ
ン
で
も
、
そ
こ
に
集
い
、
会
話

を
弾
ま
せ
、
ふ
れ
あ
い
や
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
サ
ロ
ン
事
業
を
企
画
し
た
い
で
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

多
伎
地
区

多
伎
地
区

多
伎
地
区

多
伎
地
区

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
を
提
供
す

る
と
と
も
に
英
語
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た

め
、「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
」
を
開
催
。

多
伎
地
区
の
小
学
生
を
対
象
に
、
国
際
交

流
員
の
タ
ン
ヤ
さ
ん
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
と

カ
ミ
ー
ラ
さ
ん
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
を
講
師
に
英

語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
等
で
遊
び
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー
を
飾
り
つ
け

し
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

英
語
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
長
い

夏
休
み
に
楽
し
い
思
い
出
が
一
つ
増
え
ま
し

た
。

み
ん
な
で
挑
戦

春
の
里
山
た
ん
け
ん

出
西
地
区

出
西
地
区

出
西
地
区

出
西
地
区

上
出
西
大
谷
に
あ
る
里
山
で
、
地
区

内
３
つ
の
保
育
園
の
年
長
児
41
名
と

「
大
谷
里
山
を
活
か
す
会
」
の
会
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
春
の
里
山
た

ん
け
ん
」
を
開
催
。

園
児
た
ち
は
、
地
形
を
活
か
し
て
作

ら
れ
た
丸
太
橋
や
タ
ー
ザ
ン
、
竹
滑
り

台
や
急
な
斜
面
の
上
り
坂
等
に
挑
戦
し
、

自
然
の
中
で
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
楽
し

み
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、
み
ん
な
で
お

に
ぎ
り
と
き
の
こ
汁
を
食
べ
ま
し
た
。

来
年
一
緒
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
園

児
同
士
や
世
代
間
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

三
世
代
で

３
・
11 

メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク

荒
木
地
区

荒
木
地
区

荒
木
地
区

荒
木
地
区

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
地
震
や
津

波
等
の
災
害
を
想
定
し
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
助
け
合
い
、
声
を
か
け
な
が
ら

避
難
で
き
る
よ
う
地
区
内
２
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
。
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手

作
り
の
豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
「
色
々
な
方
と
話

し
な
が
ら
知
ら
な
い
場
所
や
自
然
を
発
見
で

き
、
身
近
な
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
通
し
、
地
域
住
民
が
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
、話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

福 祉 団 体福 祉 団 体

　本
会
で
は
、
市
内
の
福
祉
団
体
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
の
団
体
に
助
成
し
て
い
る
の
？

Q
今
年
度
は
市
内
の
30
の
福
祉
団
体
と
、
す
べ
て
の
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
41
団
体
）
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

A
な
に
が
財
源
に
な
っ
て
い
る
の
？

Q
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
や
香
典
返
し
等

の
寄
附
金
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

A
ど
ん
な
活
動
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？

Q
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

　＊
高
齢
者
へ
の
見
守
り
声
か
け
活
動
や
認
知
症
研
修
会

　＊
障
が
い
の
あ
る
方
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会
や
交
流
会

　＊
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
や
子
育
て
サ
ロ
ン
、
世
代
間
交
流

　＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
及
び
育
成
の
た
め
の
研
修
会

　＊
地
区
社
協
だ
よ
り
等
の
広
報
紙
の
発
行

　＊
福
祉
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

A
つ
な
が
る

ひ
ろ
が
る

さ
さ
え
あ
う

つ
な
が
る

ひ
ろ
が
る

さ
さ
え
あ
う

心
育
む
紙
芝
居
で
健
全
育
成

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
の
保
育
園
や
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
サ
ロ

ン
等
で
歌
や
音
楽
、
紙
芝
居
を
通
じ
た
子
ど
も
の
健
全

育
成
と
非
行
防
止
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

紙
芝
居
「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
の
て
と
て
と
て
」
で
は
、
過

ち
を
犯
し
た
主
人
公
の
気
持
ち
や
背
景
を
子
ど
も
た
ち

と
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
に
向
け
、
子

育
て
の
ポ
イ
ン
ト
や
問
題
の
対
処
法
等
を
伝
え
、楽
し
く

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

地
域
住
民
に
向
け
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
実
施
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
や
ご
本
人
・
家
族
の

思
い
・
状
況
を
学
び
、
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
を

「
劇
団
わ
ら
し
べ
」
の
寸
劇
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
の
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
も

増
え
て
お
り
、
次
世
代
へ
の
啓
発
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

団体からありがとうの“声”が届きました！
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冶
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Ａ
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「
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ま
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座
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の
歌
や
踊
り
、
市
の
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に
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る
体
操
が
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有
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会
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者
の
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に
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ぶ
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会
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。
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と
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を
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の
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よ
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の
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」
を
開
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。
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児
た
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は
、
地
形
を
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作
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丸
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橋
や
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ン
、
竹
滑
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台
や
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な
斜
面
の
上
り
坂
等
に
挑
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し
、

自
然
の
中
で
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み
れ
に
な
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て
楽
し

み
ま
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た
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昼
食
に
は
、
み
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な
で
お

に
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り
と
き
の
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を
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ま
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。
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年
一
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に
小
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す
る
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区

荒
木
地
区

荒
木
地
区

荒
木
地
区

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
地
震
や
津

波
等
の
災
害
を
想
定
し
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
助
け
合
い
、
声
を
か
け
な
が
ら

避
難
で
き
る
よ
う
地
区
内
２
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
。
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手

作
り
の
豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
「
色
々
な
方
と
話

し
な
が
ら
知
ら
な
い
場
所
や
自
然
を
発
見
で

き
、
身
近
な
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
を
通
し
、
地
域
住
民
が
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
、話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

福 祉 団 体福 祉 団 体

　本
会
で
は
、
市
内
の
福
祉
団
体
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
の
団
体
に
助
成
し
て
い
る
の
？

Q
今
年
度
は
市
内
の
30
の
福
祉
団
体
と
、
す
べ
て
の
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
41
団
体
）
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

A
な
に
が
財
源
に
な
っ
て
い
る
の
？

Q
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
や
香
典
返
し
等

の
寄
附
金
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

A
ど
ん
な
活
動
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？

Q
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

　＊
高
齢
者
へ
の
見
守
り
声
か
け
活
動
や
認
知
症
研
修
会

　＊
障
が
い
の
あ
る
方
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会
や
交
流
会

　＊
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
や
子
育
て
サ
ロ
ン
、
世
代
間
交
流

　＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
及
び
育
成
の
た
め
の
研
修
会

　＊
地
区
社
協
だ
よ
り
等
の
広
報
紙
の
発
行

　＊
福
祉
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

A
つ
な
が
る

ひ
ろ
が
る

さ
さ
え
あ
う

つ
な
が
る

ひ
ろ
が
る

さ
さ
え
あ
う

心
育
む
紙
芝
居
で
健
全
育
成

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

佐
田
地
区
の
保
育
園
や
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
サ
ロ

ン
等
で
歌
や
音
楽
、
紙
芝
居
を
通
じ
た
子
ど
も
の
健
全

育
成
と
非
行
防
止
、
地
域
の
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

紙
芝
居
「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
の
て
と
て
と
て
」
で
は
、
過

ち
を
犯
し
た
主
人
公
の
気
持
ち
や
背
景
を
子
ど
も
た
ち

と
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
に
向
け
、
子

育
て
の
ポ
イ
ン
ト
や
問
題
の
対
処
法
等
を
伝
え
、楽
し
く

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

出
雲
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

地
域
住
民
に
向
け
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
実
施
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
や
ご
本
人
・
家
族
の

思
い
・
状
況
を
学
び
、
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
を

「
劇
団
わ
ら
し
べ
」
の
寸
劇
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
の
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
も

増
え
て
お
り
、
次
世
代
へ
の
啓
発
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

団体からありがとうの“声”が届きました！
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障がいを知り、ともに生きる
　毎年12月３日～９日は障がい者週間です。　
　この週間は「国民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、
障がい者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高め
ること」を目的として定められました。
　国では、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催をきっかけに、すべての人が
お互いに尊重し合い、共に生きる社会を育むことをめざしています。
　これを機に、身近な地域で誰もが安心して暮らせるまちづくりを考えてみませんか。

安全・安心を守る身近なマークピクトグラム

ピクトグラムって？

私たちの身近な地域でも、様々な年齢や性別、国籍の人たちがともに暮らしています。
一人ひとりが尊重され、安心して暮らせるまちづくりのために、

自分に何ができるか考えてみましょう。

いよいよ来年、2020年東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。子どもから高齢者、
障がいのある方、様々な言語の方等、多くの人々が訪れることから、誰もが安全に安心して
利用できる環境づくりが求められます。それに役立てられているのが「ピクトグラム」です。

その場にある物やその場でとる行動を誰もが一目で理解できるように伝えるマークです。
日本では、1964年の東京オリンピックで開発されたのが始まりと言われています。

どんなマークがあるの？
例えばこのようなものがあります。身近なところで目にすることができます。

お手洗い

障害のある人が
使える設備

乳幼児用設備

オストメイト用設備
／オストメイト

公共・一般施設

バス／バス乗り場

交通施設

非常口

避難所（建物）

安　　全

出
掛
け
た
先
で

　
探
し
て
み
よ
う
！

ミニ講座
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例えばこのようなものがあります。身近なところで目にすることができます。

お手洗い

障害のある人が
使える設備

乳幼児用設備

オストメイト用設備
／オストメイト

公共・一般施設

バス／バス乗り場
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非常口

避難所（建物）
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掛
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た
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で

　
探
し
て
み
よ
う
！

ミニ講座

「自分らしい暮らし」を続けるために
介護予防に取り組みましょう

２人の違いが分かりましたか？
５年後、10年後、どんな暮らしを送っていたいですか
大切にしていること、興味のあることは何ですか

これからしてみたいことはありますか

ＡさんＡさん

　ちょっとした心がけで、年齢を重ねても「自分らしい暮らし」を続けていくこと
につながっていきます。まずは自分自身を振り返り、これからの生活を見つめる
ことから始めてみませんか。　

　高齢者あんしん支援センターは、皆さんの「介護予防」の取組を応援します。
どうぞ、お気軽にご相談ください。

　人は年齢を重ねると、身体や心、社会とのつながりや役割が変化していきます。
できていたことができにくくなることもありますが、このまま何もせず過ごすとどう
なるでしょうか？ ＡさんとＢさんの例を見てみましょう。

「もう年だから、体が弱るのは仕方
がない。今さら何をしてもだめだ。」
「転んだらいけないから、なるべくじっ
として家から出ないようにしよう。」

Ｂさん
「転びたくないけど、家にずっといる
とだんだん弱る気がするな。」
「年はとるけど、まだできることはたく
さんあるはず。今からでも遅くないぞ。」

高齢者あんしん支援センター
　　　　

連絡先
出雲 ☎25ー0707　平田 ☎63ー8200　佐田 ☎84ー0019
多伎 ☎86ー7122　湖陵 ☎43ー7611　大社 ☎53ー3232　
斐川 ☎73ー9125　

みんなで
気軽に集ま

って

体操できる
場を

つくりたい

足の筋力を維持して年に１回は旅行に 行きたい

しかし、このまま何もしないでいると… あきらめないで前向きに行動すると…

運動機能や栄養の改善活動参加への意欲向上

筋力・食欲の低下
日常生活
動作の改善

活動量の低下体力・気力・意欲の低下
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会 場 一般相談（無料） 法律相談（無料・予約制） 会場・電話

出 雲

毎週　月・水・金
　　13：00 ～ 16：00
(最終受付時間　15：30)

祝日は休み
年末年始休み（12/29〜1/3）

毎週木曜日
13：30 ～ 15：30

（ひとり30分、祝日は休み）
※事前に一般相談で相談が必要

出雲市
社会福祉センター

☎23−3790

平 田

１月 ８日
２月12日

　　13：00 ～ 16：00
（最終受付時間　15：30）

平田福祉館
☎63−4624

斐 川

１月 ７日
２月 ４日

　　13：00 ～ 16：00
（最終受付時間　15：30）

出雲市
社会福祉協議会

斐川支所
☎73−9330

名　　　　称 募 集 期 間

東 日 本 大 震 災 義 援 金（これまでの送金額 49,157,378円） 令和２年３月31日まで
平成28年 熊 本 地 震 災 害 義 援 金（これまでの送金額 3,766,879円） 令和２年３月31日まで
平成29年 7月5日からの大雨災害義援金 （これまでの送金額 753,851円） 令和２年３月31日まで
平成30年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金（これまでの送金額 2,057,249円） 令和２年６月30日まで
平成30年 北海道胆振東部地震災害義援金 （これまでの送金額 114,422円） 令和２年３月31日まで
令和元年 ８ 月 豪 雨 災 害 義 援 金（これまでの送金額 10,637円） 令和２年２月28日まで
令和元年 台風第15号千葉県災害義援金 （これまでの送金額 100,432円） 令和元年12月30日まで
令和元年 台風第15号東京都義援金（これまでの送金額 2,005円） 令和２年２月29日まで
令和元年 台風第19号災害義援金（これまでの送金額 168,826円） 令和２年３月31日まで

いずも権利擁護センター・高齢者あんしん支援センター・各支所でも、随時職員が相談に応じています。(連絡先は８ページに掲載)

仕事のこと、生活のことなどの困りごとについて、
ともに考え、支援します。まずはご相談ください。 生活支援・相談センター　TEL ２３－３７９０

◎一般相談では、家庭や日常生活での困りごと、悩みごとなどに
相談員が応じます。

◎法律相談では、法律的な問題について弁護士が助言します。
◎相談内容について秘密は固く守ります。

ローソン

グリーンリッチ

ホテルエリアワン出雲

ホテル

市　役　所
斐川行政センター

災害で被災された方への支援について 問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区
（事務局　出雲市社会福祉協議会 本所・各支所）

あたたかいご支援
ありがとうございます。

問合せ先／ 地域福祉課 ☎２３－３７８１

歳末たすけあい運動は、赤い羽根共同募金運動のひ
とつとして毎年12月に実施されています。
皆さまから寄せられた
募金は、出雲市内の
高齢者や障がい者、子
どもたちなど支援を必
要とする方があたたか
いお正月を迎えられる
ようにと、家屋の小修
繕や年越しそばの配
食などさまざまな活動
に使われています。
ご協力ありがとうござ
います。
※市内で行われた活動は次
　号で紹介します。

歳末たすけあい
運動月間
のお知らせ

助成金のご相談受け付けます！
ボランティア活動や福祉事業で助成金が必要な団体は、
本会までご相談ください。
皆さんの活動が有意義なものになるようにお手伝いいた
します。
今年度も様々な助成金を活用し、活動の幅が広がってい
ます。

※民間の助成金情報はホーム
　ページ「島根いきいき広場」
　からご覧いただけます。

島根いきいき広場 検 索

地域の
たすけあい活動に
草刈機を導入
しました

音楽ボランティアで
使う機材を
購入しました 送迎車両を

整備しました

相談
時間

相談
時間

相談
時間
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令和元年９月１１日～11月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜出雲＞
武志町　矢田　圭吾

＜団体＞
出雲歌謡会

（イベントの余剰金の一部として）
大社東小学校昭和16年度卒業生会

＜平田＞
十六島町　渡部　時江
小伊津町　釜屋　幸二

＜佐田＞
須　佐　安食　清子

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　檜垣　成実（幸子）
今市町北本町　浅原　喜代子（宏）
今市町北本町　来間　律夫（敏恵）
大津町　吉田　次男（元久）
大津町　黒川　剛行（純行）
大津新崎町　本田　一美（惠美子）
枝大津町　樋野　健司（勇）
塩冶町　米山　弘（富清）
塩冶町　大賀美　卓三（圀衞）
古志町　小玉　哲生（尚生）
小山町　岸　直幸（恒子）
姫原町　土井　仁子（修）
姫　原　中野　宏一（光代）
渡橋町　森山　茂（邦夫）

常松町　松井　敦（千代）
武志町　伊藤　勇二（勲）
武志町　片寄　晴美（義春）
稲岡町　玉木　千穂（福一郎）
上島町　嘉本　直之（至）
船津町　永瀬　のり子（辦）
稗原町　影山　重利（富重）
馬木町　鳥屋尾　定（シマ子）

＜平田＞
平田町　大谷　文人（アキエ）
平田町　幸野　哲也（則子）
平田町　山口　清（正史）
平田町　土江　友代（幸二）
平田町　土江　良明（貞子）
平田町　西尾　順子（壽穗）
灘分町　福間　善伸（重雄）
灘分町　岡　博（三重子）
灘分町　川中　清昭（美代子）
島村町　古川　祐次（芳子）
本庄町　松浦　輝幸（文江）
奥宇賀町　田仲　晴夫（文治）
奥宇賀町　高橋　一夫（寛子）
河下町　荒木　和子（久枝）
河下町　原　ミヨ子（時雄）
河下町　原　幸夫（ヤエ子）
唐川町　荒木　滋（悦子）
東郷町　多久和　末子（浩）
東福町　伊藤　淳司（ミヨ子）
東福町　河原　利行（德重）
久多見町　土江　真弘（達雄）
岡田町　石飛　幸夫（シジ榮）
岡田町　長岡　弘巳（昭三）
園　町　角　眞実（勇美）
園　町　福田　修一（菊）

園　町　釜屋　喜明（恒子）
園　町　坂本　富雄（隆良）
小津町　三原　昭史（トクノ）
小津町　川瀨　富子（實）
十六島町　山根　尚光（アサ子）
塩津町　川谷　司（ヨネ子）
塩津町　松村　知行（治郎）
三津町　玉木　善雄（登）
坂浦町　南場　学（敏夫）
坂浦町　南場　育夫（頼子）
美野町　山崎　正人（晴子）

＜佐田＞
須　佐　永井　多恵子（昭敏）
一窪田　石﨑　洋子（良幸）
八幡原　川合　達夫（守二）

＜多伎＞
口田儀　秦　博已（建二）
小　田　河上　岳裕（勇）
小　田　安井 孝吉（日野 チエコ）
久　村　持田　孝吉（延子）

＜湖陵＞
二　部　吉田　友英（フジエ）
差　海　大峠　照夫（ハナエ）
差　海　瀬戸　聡（直子）

＜大社＞
入　南　古川　裕史（玲子）
中荒木　澄田　貴　（肇）
北荒木　松本　伸一（エミ子）
修理免　江角　愛子（馨）
修理免　川上　修二（和夫）
杵築東　福島　美枝子（裕子）

杵築南　山根　明子（啓義）
杵築西　糸賀　三雄（シヲ子）
杵築西　濱屋　聡（桑本享子）
日御碕　安田　昌伸（幸雄）
日御碕　藤原　一夫（房美）

＜斐川＞
学　頭　昌子　公太（良）
学　頭　須谷　公博（安博）
荘　原　岡田　弘文（フミ子）
上庄原　黒田　ミドリ（良一）
阿　宮　梶谷　明和（律子）
出　西　高橋　真一（基子）
神　氷　小村　達夫（フロ子）
富　村　福田　礼子（隆史）
上直江　津田　洋（蓮子）
直　江　尾添　真希子（フサ子）
直　江　村田　丈一（靜夫）
原　鹿　勝部　伸二（恒夫）
今在家　古志　真治（榮）
三分市　桑原　一郎（仙吉）
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＜出雲＞
藤原　幸子

＜斐川＞
島根県年金受給者協会斐川支
会女性部
出雲西地区郵便局長夫人会出
雲第三部会

一 般 寄 附

匿 名 寄 付

ご 寄 贈

香典・玉串料・お花料等返し

本　　所 出雲市社会福祉センター１階（今市町543） 平田支所 平田福祉館２階（平田町2112‒1）

佐田支所 出雲市役所佐田行政センター１階（佐田町反辺1747‒6） 多伎支所 多伎地域福祉センター（多伎町小田50）

湖陵支所 湖陵福祉センター（湖陵町三部1352） 大社支所 出雲市役所大社行政センター２階（大社町杵築南1397‒2）

斐川支所 出雲市社会福祉協議会斐川支所（斐川町上庄原1766‒2） ※電話番号は８ページに掲載しています。

出雲市社会福祉協議会

　皆さまからのご寄附は、
一般相談や法律相談、市内
で福祉活動を行う団体及び
各地区社会福祉協議会への
助成などに使わせていただ
いております。

●窓口での受付のほか、口座振込の受付も行っております。
　出雲市社会福祉協議会（☎0853 - 23 - 3781）までご連絡ください。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、
寄附者が法人の場合には、損金算入の制度が利用できます。

●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」との
問い合わせが時どきあります。各地区の社会福祉協議会とは地域福祉の推進においての
パートナーであり連携して事業を行っておりますが、団体としては別であるため、各地
区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

寄附受付窓口 は こちら

見 舞 返 し



島根県立東部高等技術校
プロフィール 所 在 地：出雲市長浜町

学校紹介：８つの科を設置し、就職に必要な技術や技能、専門知識を習得するための職業訓練を行っています。

　車イス利用者や障が
いのある方への理解を
深めるため、本会の福
祉出前講座やあいサ
ポーター研修を受講。
この取組は毎年実施さ
れ、見る・聴く・触れ
る経験を通じて高齢者
や障がいのある方の困
りごとに気付き、自分
たちにできることを考
えることで、豊かな心
を育まれています。

学生 福祉 ボランティア・×

どんなサポートが必要かまず声を掛けたいです。

美容科
　平成28年に※ 「ハー
トフルしまね」の活動
団体に認定され、学校
周辺の道路美化活動を
実施。社会貢献活動と
して２㎞にわたるゴミ
拾いを年３回行われ、
地域の方へのおもてな
しの心をもって活動さ
れています。
※島根県公共土木施設愛護
ボランティア支援制度

住環境・土木科

自分達の力で地域がきれいになることに
やりがいを感じています！

◆日　　時　２月26日（水）13：30～15：30
◆講　　師

一般社団法人子どものこころのコーチング
協会インストラクターとして、お母さんの
子育てをサポートしている。
学童保育勤務歴15年。

バルーンアートパフォーマー

「さと原人」こと 高島　智 氏
げんじん たかしま さとし

◆内　　容
子育て支援活動に必要な子どもや保護者との信頼関係
を築く方法と、子育て支援の魅力についてのお話、意
見交換を行います。

２月12日（水）までに、①氏名 ②所属団体等
③電話番号を下記までご連絡ください。

◆会　　場　縁結び交流館
◆参 加 費　無料
◆定　　員　50人（先着順）
◆申込方法

子育て支援活動を行っている方、興味はあるけれど一歩が踏み出せない方、ぜひご参加ください。

子育て支援活動を行う団体と出会い、つながることを目的に、活動紹介などの
展示ブースを設けます。展示をご希望の場合はお問合せください。

子育て支援活動の展示ブース

参加者＆
活動展示募集 「子育て支援ボランティア研修会」

https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

生活支援・相談センター

本　　所　〒693‒0001 出雲市今市町543

☎23－3790  FAX20－7733

出雲市社会福祉協議会連絡先

地域福祉課　☎：23-3781　FAX：20-7733　 メール  fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ、申込みは、件名に研修会名を明記してください問合せ・申込先

年末年始の休業のお知らせ 12月29日（日）から 1月3日（金）まで休業します。
※出雲市社会福祉センターは、1月4日（土）から利用できます。
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